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外
務
省
の
対
中
国
広
報
活
動
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

外
務
省
に
よ
る
広
報
活
動
の
定
義
如
何
。

二

外
務
省
は
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
。

三

二
〇
〇
五
年
十
二
月
十
二
日
の
奥
付
で
井
出
敬
二
在
中
華
人
民
共
和
国
日
本
大
使
館
公
使
が
「
中
国
の
マ
ス
コ
ミ
と
の
付

き
合
い
方－

現
役
外
交
官
第
一
線
か
ら
の
報
告－

」
（
日
本
僑
報
社
）
（
以
下
「
中
国
の
マ
ス
コ
ミ
と
の
付
き
合
い
方
」
と

す
る
。
）
を
出
版
し
た
が
、
右
出
版
に
際
し
て
は
事
前
に
外
務
省
に
出
版
届
が
提
出
さ
れ
、
内
規
上
の
手
続
き
を
経
た
か
。

手
続
き
が
と
ら
れ
た
と
し
た
場
合
、
外
務
省
か
ら
右
出
版
に
関
し
て
何
ら
か
の
意
見
や
要
請
が
井
出
敬
二
公
使
に
伝
え
ら
れ

た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
「
中
国
の
マ
ス
コ
ミ
と
の
付
き
合
い
方
」
は
外
務
省
の
意
見
や
要
請
を
踏
ま
え
た
上
で
出
版
さ

れ
た
も
の
か
。

四

「
中
国
の
マ
ス
コ
ミ
と
の
付
き
合
い
方
」
の
九
十
五
頁
に
井
出
敬
二
公
使
の
発
言
と
し
て
「
六
十
年
前
の
戦
争
に
お
い

て
、
日
本
は
大
き
な
間
違
い
を
犯
し
た
。
十
年
前
、
当
時
の
村
山
富
市
総
理
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
反
省
を
表
明
し
た
。
小

泉
総
理
も
本
年
の
八
月
十
五
日
、
反
省
の
意
を
表
明
し
た
。
日
本
は
過
去
の
六
十
年
間
、
徹
底
的
に
反
省
す
る
と
の
立
場
に

立
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
第
二
次
大
戦
終
結
前
と
比
べ
異
な
っ
て
い
る
。
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
井
出
公
使
は
こ
の
発
言
を

一



し
た
の
は
事
実
か
。
「
日
本
は
過
去
の
六
十
年
間
、
徹
底
的
に
反
省
す
る
と
の
立
場
に
立
っ
て
お
り
」
と
い
う
の
は
日
本
政

府
の
公
式
の
立
場
を
反
映
し
た
も
の
か
。

五

「
中
国
の
マ
ス
コ
ミ
と
の
付
き
合
い
方
」
の
七
十
八
頁
に
井
出
敬
二
公
使
の
発
言
と
し
て
「
日
本
政
府
は
台
湾
独
立
を
支

持
し
な
い
と
私
は
も
う
一
度
述
べ
た
い
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
政
府
の
公
式
の
立
場
を
反
映
し
た
も
の
か
。

六

「
中
国
の
マ
ス
コ
ミ
と
の
付
き
合
い
方
」
の
八
十
七
頁
か
ら
八
十
八
頁
に
井
出
敬
二
公
使
の
発
言
と
し
て
「
教
科
書
が
重

要
で
あ
る
と
の
意
見
に
同
意
す
る
。
こ
の
問
題
に
は
、
そ
の
歴
史
的
背
景
が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
、
教
科
書
は
国
定

で
あ
り
、
軍
国
主
義
推
進
に
利
用
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
政
府
は
戦
場
の
報
道
を
検
閲
し
た
た
め
、
日
本
人
は
中

国
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
戦
後
、
日
本
人
は
日
本
軍
が
中
国
で
し
た
こ
と
を
知
り
、
日
本
人
自
身
驚
い
た
。

そ
の
た
め
、
日
本
人
は
政
府
が
い
か
な
る
事
実
も
隠
し
て
は
い
け
な
い
と
決
め
、
マ
ス
コ
ミ
の
検
閲
制
度
を
改
革
し
た
。
こ

れ
は
軍
国
主
義
の
道
を
再
び
歩
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
重
要
な
改
革
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
検
閲
制
度
が
廃
止
さ
れ
て

以
来
、
日
本
の
自
衛
隊
が
仮
に
誤
っ
た
こ
と
を
し
て
も
、
政
府
は
そ
れ
を
隠
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
人
は
、
日
本
の
全

て
の
教
科
書
が
、
日
本
の
中
国
侵
略
を
認
め
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
北
京
の
日
本
人
学
校
で

使
っ
て
い
る
、
東
京
書
籍
出
版
の
歴
史
教
科
書
で
あ
る
。
（
原
注：
公
使
は
そ
の
教
科
書
を
記
者
に
渡
し
て
く
れ
た
。
）
こ

二



の
教
科
書
は
、
文
部
科
学
省
が
検
定
し
た
八
つ
の
中
学
校
歴
史
教
科
書
の
中
で
採
用
率
が
一
番
高
い
教
科
書
で
あ
る
。
こ
の

教
科
書
に
は
、
日
中
間
の
歴
史
的
事
実
が
は
っ
き
り
書
い
て
あ
る
。
『
日
本
の
中
国
侵
略
』
、
『
南
京
大
虐
殺
』
、
『
廬
溝

橋
事
件
』
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
日
本
軍
が
ア
ジ
ア
の
国
に
悲
劇
と
損
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
実
際
に
は
日
本
は
こ
れ
ら
の
事
実
を
認
め
、
そ
し
て
真
実
の
歴
史
を
子
供
た
ち
に
教
え
て
い
る
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、

井
出
公
使
は
こ
の
発
言
を
し
た
の
は
事
実
か
。
右
発
言
は
日
本
政
府
の
公
式
の
立
場
を
反
映
し
た
も
の
か
。

七

井
出
敬
二
公
使
が
東
京
書
籍
出
版
の
中
学
校
歴
史
教
科
書
を
中
国
人
記
者
に
渡
し
た
の
は
事
実
か
。
事
実
と
す
る
な
ら

ば
、
右
教
科
書
の
購
入
経
費
は
公
金
か
ら
支
出
さ
れ
た
か
。

八

井
出
敬
二
公
使
が
特
定
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
教
科
書
を
「
文
部
科
学
省
が
検
定
し
た
八
つ
の
中
学
校
歴
史
教
科
書
の

中
で
採
用
率
が
一
番
高
い
教
科
書
で
あ
る
」
と
の
解
説
を
付
し
た
上
で
中
国
人
記
者
に
渡
し
、
「
こ
の
教
科
書
に
は
、
日
中

間
の
歴
史
的
事
実
が
は
っ
き
り
書
い
て
あ
る
。
『
日
本
の
中
国
侵
略
』
、
『
南
京
大
虐
殺
』
、
『
廬
溝
橋
事
件
』
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
日
本
軍
が
ア
ジ
ア
の
国
に
悲
劇
と
損
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
実
際
に
は
日
本
は

こ
れ
ら
の
事
実
を
認
め
、
そ
し
て
真
実
の
歴
史
を
子
供
た
ち
に
教
え
て
い
る
」
と
、
日
本
が
「
中
国
侵
略
」
、
「
南
京
大
虐

殺
」
な
ど
の
「
事
実
を
認
め
」
、
「
そ
の
真
実
の
歴
史
を
子
供
た
ち
に
教
え
て
い
る
」
と
の
言
動
を
行
っ
た
こ
と
は
、
外
務

三



省
の
広
報
活
動
と
し
て
適
切
と
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


